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(No.422) 第1話 良い手本 

－先輩から後輩へ受け継がれていく「良い手本」... 

 新入生のみなさん、和工での高校生活はいかがですか。初めてのことばか

りで、まだ緊張することもあるかもしれませんが、今のこの気持を忘れず充

実した毎日が送れるよう頑張ってください。一方、在校生のみなさんは、ひ

とつ学年があがった自覚を持って、後輩に良い見本を示せるよう心がけて欲

しいと思っています。 

(No.423) 第2話 ニコチン依存にならないために 

－「タバコは好きで吸っている」のではなく... 

 前回、タバコの煙は毒だらけであることを知ってもらいましたね。そんな

に有害であることを知らなくても、そのニオイに嫌悪感をいだく人は多く、

近くでタバコを吸わないで欲しい思っている人は大勢います。きっと皆さん

も、そう思っていることでしょう。 

(No.424) 第3話 副流煙と迷惑行為 

 タバコの煙には２００種類以上の有害物質と６０種類以上の発ガン物質が

含まれています。なのにタバコを吸い続ける人がいるのは、「ニコチン依存

症」にかかってしまっているからだと言うことを知ってもらいましたね。 

じつは、「ニコチン依存症」の人がタバコを吸うと、その周りにいる人も有

害なタバコの煙を吸い込んでいるのを気にしたことはあるでしょうか。火の

ついたタバコからは必ず煙が立ち上ります。下の図にあるように、火がつい

た先端からは常にゆらゆらと煙が出ていますよね。この煙を周りの人は無理

やり吸わされているわけです。 

 喫煙者自身は火がついた反対側からフィルターを通して吸い込みます。こ

の煙は「主流煙」、火元から立ち上っている煙は「副流煙」と呼ばれていま

す。 

(No.425) 第4話 酷すぎるタバコの現実 

－タバコを吸って将来こんな残酷な事態が... 

 左の写真は、フロリダで幸せに暮らしていた親子です。撮影された１９９

９年３月２９日には、息子を片手で抱きあげた精悍な父親のブライアンが

映っています。ところが、その直後の４月２日に肺がんを発病、それから

たった２ヶ月後、下の写真のような姿となり６月３日に亡くなりました。５

月１０日に３４歳になったばかりでした。 

(No.426) 第5話 喫煙のリスク 

－タバコ病は全身病」... 

 有害物質だらけのタバコを吸い続けると身体はダメージを受け続けます。

直接煙を吸い込む口や肺に被害が及ぶのは誰でも想像できます。でも下図を

見てください。じつはタバコの影響はほとんど全身に及びます。 

 タバコを吸い始めなければ、こんなリスクを抱え込むことはないのに、一

旦ニコチン依存症になってしまうと、こんなに多くの病気にかかる確率が高

くなるのです。こんな事を知れば、タバコに手を出す気にはなれないですよ

ね。 

URL:http://www.jascs.jp/truth_of_tabacco/truth_of_tabacco_2011.html 
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